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町
の
発
展
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
、
長

年
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
た

た
え
る
、
平
成
27
年
度
弟
子
屈
町
表
彰
式
が
11
月
３
日
、

町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、町
の
行
政
・
経
済
・
産
業
・
文
化
な
ど
の

各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
町
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
に
表
彰
状
・
記
念
品
な
ど
を
贈
呈
し
、そ
の
功
績

を
た
た
え
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
社
会
功
労
を
１

人
、
産
業
功
労
を
２
人
、
善
行
表
彰
を
２
人
、
在
住
功
労

を
74
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
德
永
町
長
か
ら
一
人
一
人
に
賞
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◆
朝
　
日
　
順
　
子

◆
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部
　
六
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◆
石
　
川
　
　
悟

◆
石
　
田
　
　
修

◆
一
ノ
戸
　
サ
ツ
子

◆
稲
　
村
　
つ
よ
ゑ

◆
江
　
口
　
　
勇

◆
大
　
下
　
北
　
枝

◆
岡
　
﨑
　
忠
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◆
岡
　
﨑
　
末
　
子

◆
小
笠
原
　
隆
　
吾

◆
小
　
澤
　
シ
ナ
子

◆
小
田
切
　
昭
　
子

◆
小
野
瀨
　
昌
　
之

在住功労
現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長
年にわたり福祉向上や産業の振興に努められたと
ともに、地域発展のために貢献した方。（50音順）

長年の功績に感謝

社会功労 多年にわたり本町の交通安全推進に寄与
し、功労のあった方。

小野寺　信　吾
　1997（平成９）年９月に弟子屈町川湯交通指導員に任

命されて以来、2015年３月までの17年７カ月にわたり、

交通安全運動期間と道民の日交通安全運動日には早朝

街頭指導を、学校・団体などの街頭啓発時、イベント時に

は歩行者や通行車両の安全確保を行い、本町の交通安

全運動の推進に貢献された。

産業功労 本町産業の発展に顕著な功労のあった
方。善行表彰 公益のため多額な私財を寄附した方。
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土　屋　　進
　1990（平成２）年７月、第14回農業委

員会選挙において初当選以来、４期12

年にわたり農地行政の適正な運営に

努めた。また、農地移動の適正化と農

地の有効利用・集積を促進したほか、担

い手農家の育成に尽力し、本町の農業振興に貢献され

た。1999（平成11）年７月からは農業委員会会長代理と

して会長をサポートし、委員会業務の適正な執行に寄与

された。

開成建設工業㈱

　代表取締役　小　澤　由　明
　現金200万円を、養護老人ホーム倖

和園のために役立ててほしいと寄附

された。

　�（2015年５月15日受納）

深　谷　伊三雄
　1989（平成元）年、旧摩周農協乳牛検

定組合理事に就任。1991（平成３）年４

月には同組合長、旧摩周湖農協理事、

2000（平成12）年４月には摩周湖農協理

事に就任するなど、2004（平成16）年６

月まで４期13年２カ月在職。指導的立場を通じて、農協組

織の育成と農協事業、町農業の安定的発展に尽力された。

　また、1991年12月から1994（平成６）年５月までの１

期２年５カ月にわたり、農業委員として農地移動の適

正化と農地の有効利用・集積を促進したほか、担い手農家

の育成に尽力し、本町の農業振興に貢献された。

小　澤　　重
　３回にわたり、現金計140万円を、町

立学校の情報教育、教材の整備など、

教育の振興に役立ててほしいと寄附

された。

　�（�2012年11月14日・2013年６月18日・

2014年11月４日受納）

表彰式の様子


